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場所：岩ケ袋地内 すいか橋付近

大石田北小学校の皆さん、
ありがとうございました。

水生生物を捕まえてみよう！

丹 生 川 は 『 きれいな水 』 と い う こ と が 分 か り ま し た 。

採集した虫の種類を確認
していきましょう。

河川に生息する水生生物は、水のきれいさの程度によって変わります。
丹生川にはどんな生き物がいるのか、川底や石の裏側にくっついている生き物を捕まえて水質を調査し
ました。採集した水生生物は、きれいな水に生息するナミウズムシやナガレトビケラ類・ヨコエビ類が多く
見つかりました。 （観察した生物は、調査終了後に川へもどしました。）

国土交通省では、地域のみなさんに河川愛護・水質保全への関心を高めていただくことを目的に、毎年７月１日～７月３１日を

「河川愛護月間」と定めています。河川を利用した際は、ゴミの持ち帰りを忘れないようにしましょう。

石の裏についている虫はピン
セットで採集します。

７月４日
(月)

山形新聞・山形放送８大事業「小学生探検リレー２０２２」

【最上川200㌔を歩く 小学生探検リレー】第８週となる７月２日(土)に隼橋(村山市)～大蔵橋(大蔵村)の一

部区間を歩き、最上川の歴史や河川の管理について学びました。

当日は大石田南小学校の生徒１９名が参加し、堤防の除草体験や排水ポンプ車の「排水作業」を見学する

など、河川の大事な役割を学びながら最後まで元気に歩きました！

～ 大 石 田 第 五 排 水 樋 管 ～
実際に排水ポンプ車を使って水を放出
しました。水の勢いにビックリ！！

排水樋管の役割について、職員が
先生となって説明しています。

～ 丹 生 川 ～
重機乗車・堤防の除草体験・水質調査

体験など、実際に触れたことで、作業
を身近に感じたようです。

すいか橋

～ 除 草 体 験 ～
リモコンでの操縦方法
を聞きながら操作しま
す。

ドローンの操縦方法
も教えてもらったよ。

亀井田橋 ドローンから記念
撮影したよ！
暑い中、おつかれ
さまでした。

横山特殊堤から出発です！

虹の大橋

『がんばるぞ！』
『オー！！』

“ビッグフラッグ”▲は大蔵村のNPO法人Oh蔵SPORTへ引き継ぎました。

出典：地理院地図に目的地等を追記して掲載

黒滝橋



ホームページもご覧下さい！

 http://www.thr.milt.go.jp/shinjyou 

  

下船

乗船
出典：地理院地図に位置情報等を追記して掲載

舟戸大橋

大浦橋

亀井田橋

黒滝橋

大石田大橋 虹の大橋

猿羽根大橋

大石田特殊堤。
白壁の塀蔵風が町並みに
合っていますね(^▽^)

重点的に点検する箇所をまと
めた資料を確認し調査してい
きます。

大浦地区：河岸の復旧作業中です。

大雨による最上川の増水で大石田観
測所の最高水位は、水防団待機水位
（１２．５㍍）を超え 6/28(火)午前8
時に(１２．８３㍍)となりました。
はん濫注意水位(１３．８０㍍)は超

えなかったものの、もしもに備え、28
日の深夜2時から28日の午前10時半頃ま
で大向第二・横山第四・芦沢第一排水
樋管の水門等水位観測員さんに出動を
お願いしました。
出動していただいた水門等水位観測

員の皆さん、長時間の対応ありがとう
ございました。

６月２８日(火)16:20 虹の大橋

ボートに乗り込み出発！

虹の大橋 通常時

河川敷の利用が増える夏休み前に、地域の
皆様が安全に利用出来るよう、関係機関（大
石田町・警察・消防）と合同で大石田町内６
箇所の点検を行いました。
対策が必要な箇所については、整備・補修

等の措置を行っています。

令和２年７月豪雨の洪水を
受け、これまで検討してきた
大石田・横山地区の治水対策
の方針等について、下記日程
で説明会を開催いたします。

日時：令和４年８月２日(火)

午後７時～午後８時

場所：大石田町「虹のプラザ」

「なないろホール」

経理課
仲野事務官
(採用１年目)

大石田船着場～
大石田特殊堤までは、
インターンシップの一
環として、神室産業高
校の生徒３名も参加し

ました。

河川敷の安全が
確認できました！

大石田特殊堤(遊歩道)の除草。

６月２８日
(火)

６月２７日・28日

６月２２日
(水)

ボート巡視は、陸上からの巡視では発見しにくい
河岸の崩落状況や、護岸の状況を、より近くから確
認する事ができるため、河川を管理するうえで、と
ても重要な調査になります。
当日は、袖崎揚水機場を出発し、舟形町の堀内
第三排水樋管付近まで調査しました。
今年も当事務所の若手職員が参加し、河岸の
チェックポイントを聞いたり、普段見られない橋の下
を一緒に確認していきました。
今回の調査では昨年度からの大きな変化は認め
られませんでした。今後も引き続き、河川状況の監
視に努めてまいります。

護岸の状況を撮影しながら
調査しています。

【発行】

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 大石田出張所

（担当：本間・浅沼）

〒999-4113 大石田町大字今宿字鷺の原466-2

（TEL）0237-35-2024  （FAX）0237-35-2354

※「川通信 おおいしだ」をご覧になってのご感想やご意見をお寄せ下さい。

※工事現場や河川管理施設をご覧になりたい方は、大石田出張所までご連絡ください。

日頃の業務成果を発表する東北地
方整備局主催の管内業務発表会が
開催されました。（発表者全73名）
当出張所の本間管理第一係長が前
任の三戸係長から引き継ぎ発表し
た「効率的でメリ・ハリのある河川管
理を目指して～巡視結果判断基準

の作成」が最優秀賞を受賞しました。

令和４年度
東北地方整備局管内業務発表会

【 最 優 秀 賞 】


